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『おらんだ語嚢控』 本文と研究

池田 幸恵

長崎大学附属図書館経済学部分館武藤文庫 に は , 『おら んだ語嚢控』 (70 6 - M 3 2)

と題 された
l

, 縦 1 3 .5 セ ン チ
,
横19 .
5 セ ン チ右綴 じの 蘭日語秦集が所蔵され て い る｡

表紙 を除き全1 8 丁の 小冊子で あり, 半 丁 7 語, 全 24 5 語 を収録 して い るo 見 出 し の

オ ラ ン ダ語 は 90 度回転さ せ横書き し, 対訳 の 日 本語 は縦書き し て い る｡

本語嚢集の 底本 は , これ まで の 調 査 に よ り, Pi e te r M ar i n の N O U V E L L E M E T H O D E

P o u r a p r e n d re l e s P rt
'

n c tP e s & I
'

U s a g e d e s L A N G U E S F M N C O I S E e ( H O L L A N D O I S E ( フ

ラ ン ス 語 およびオ ラ ンダ語 の 原理と用法を学ぶため の新し い 方法
, 以 下 N O U V E L L E

M E T H O D E と略称)
2
で あり

,
語の 配列も原則と して N O U V E L L E M E m O D E の 項 目

順 に 従 っ て い る こ とが明らか に な っ て い る ｡

本稿で は , 長 崎通詞 の オ ラ ン ダ語学習の
一 端 を知 る ため の資料と して , 本譜嚢集

の 翻刻を行 い ,
明ら か に な っ た点を研究篇と し て い く つ か 述 べ る こととす る｡

本文篇

見出 しの オラ ン ダ語は, 大文 字で 始ま るもの もあるが , 大文字 ･ 小文字が同形 の

も の は そ の 判断が難 し い た め, す べ て ′ト文字に統
一

して お くo 対訳 の 日 本語 は , 漢

字 ･ 平 仮名 ･ 変体仮名 ･ 片 仮名で 記され て い る が, 変体仮名 は平仮名 に改め て い る｡

なお
, 後 で N O U V E L L E M E T H O D E と の 関連 に つ い て 述 べ る ため

,
N O U V E L L E

M E T H O D E に収録され て い る単語
3
に つ い て は

,
冠 詞 を除いた形 で ( ) に 入れ て 示

して お く｡
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研 究篇

先 に述 べ たよ うに , 『おらん だ語嚢控』( 以下 『語桑控』 と略称) は Pi e te r M ar i n

の N O U V E L L E M E T H O D E を底 本 に して おり, 同書 の第Ⅲ章 V a n
'

s L i ch a a m s D e el e n

e n T o e v all e n . ( 身 体 各部とその 属性) の 途中か ら第Ⅵ章 v a n d e T h f el e n
'

t S e e n
`

e r o p

g e b r a g t w o r d . (食卓と食器) まで と第Ⅷ章 v a n d e n K o o p h a n d el : ( 商売) の
一

部 に 拠

っ て い る｡

『語嚢控』自体に は意味分類 はなされ て い な い が, こ こ で は N O U V E L L E M E m O D E

の 項 目 に 従 っ て 単語を分類する o
なお

,
｢ 身体 の 属性｣ な どの名称 は , N O U V E L L E

M E I H O D E の 項 目名を私に訳 したも の で ある o

なお
,
オ ラ ン ダ語 の 後ろに ( ) に入 れて 記 した訳語は , 『講談社オラ ン ダ語辞典』

(講談社, 1 9 9 4) と拓殖大学南親会編『蘭和大辞典』(創造社
,
1 9 4 3) に 拠 っ て い る

o

【身休 の 属性】 g e zig t (1 オ1)
-

1i kt e ek e n (3 オ7)

｢ 身体 の 属性｣ に 入 る 35 語は , 更 に 大きく 4 つ に 分類 で きる｡
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uO)

g e zig t (1 オ1) か らg e v o el (1 オ5) ま で は , 視覚 ･ 聴覚 ･ 喚覚 ･ 味覚 ･ 触覚 の 人間

の 五 感 に 関す る語が並 ん で い る ｡ g e v o el (触 覚) の 訳 語 に ｢ 係 れ｣ とある の は ,
動

詞 カ カ ル に 他 の 物 に 触れ る意があ っ た
4
た めで あ る o

li efd e (1 オ6) か ら d w a a sh ei d (2 オ1) まで の 1 0 語 は 人間 の 感情 ･ 精神 状態 に関す

る単語 であ るo こ れ ら の 語 は N O U V E L L E M E T H O D E に は d e d gd を除き収 め られ て

い な い ｡

d r o o m ( 2 オ2) か ら z w e et ( 2 ウ2) ま で の 8 語は 人間 の精神的 ･ 身体的活動 に関す

る単語で あり, g e d a ch t e (考え
･ 思考) を除き N O U V E L L E M E T H O D E に も見られる o

g e d a c h t e に
｢ 存分｣ , w e n s c h ( 願 い ･ 願 望) に ｢ 懇 ろ｣ , zd c h t (溜息) に ｢ せ め き｣

と い う訳語が 当てられ て い るの が特徴的 であ る｡ ｢ 存分｣ は『日葡辞書』(引用 は『邦

訳 日葡辞書』 による) に ｢Z o n b u n 意見 , 判 断 , ま たは , 意志｣ と あり , 考え ･ 思

い の 意の 古語で あ る こ とが分 か るo ｢ 懇 ろ｣ ｢ せ め き｣ は他 の 蘭 日辞書や 日本 の 古辞

書 に も見られな い 語形で あり, 当時 の 長 崎方言 であ る可能性があ る｡ な お
,
w o o r d

(2 オ4) か ら ad e m (2 オ7) まで は , 訳 語 が
一

語ず つ ず れた の を訂正 して おり, 本資

料が原本 で はな い こ とが分 か る ｡

g e z o n d h eid (2 ウ3) か ら1ik t e ek e n (3 オ8) ま で の 12 語 は 疾病 に 関する単語 で ある｡

k o o rts (3 オl) は N O U V E L L E M E T H O D E で は d e rd e n d a a g s c b e K o o r ts ( 三 日熱) と し

て 掲出され て い る｡ 『語桑控』 で は , 当該例 の よう に N O U V E L L E M E m O D E の 見 出

し語 の
一

部 が見 出 し語とな っ て い る 例や ,
b 血ikl o o p (3 オ 5) の よ うに 語形が異なる

例もあ る が , こ れら の 中 に は 参考に した N O U V E L L E M E T H O D E の 版 の違 い に よる

も の も含ん で い る と思われる｡

【男女衣服】kl e e d e r e m ( 3 ウ1) -

j ap o n (5 ウ2)

こ れ ら 30 語 は 男女の衣服 に関する単語 で ある ｡ 『語嚢控』 の収録語 は , m o Ⅵ w ( 袖)

の 複数形 m o d w e n , z ak ( 袋 ･ た もと) の 複数形 z a k k e n な ど
,
N O U V E L L E M E T H O D E

と 同様 に , 複数形 で掲出され て い る場合が多 い o

『語嚢控』 で は , N O U V E L L E M E T H O D E と 共通する s ch o e n e n ( 靴) の 後 ろに ,

N O U V E L L E M E T TT O D E に はな い 1 a a r z e n ( 長靴) ･ 1 a ar sj e s ( 半長靴) が 収録され て い

る
｡
こ の よ うに , 『語嚢控』 は原則と して N O U V E L L E M E T H O D E に 従い ながらも ,

単語 の 前 後 に 関連する語を補 っ て い る場合がある｡

また, N O U V E L L E M E T H O D E に な い 1 a ar sj e s や z a k d o e k ( ハ ン カチ) は , 『和蘭字

棄』や『訳鍵』, 『改訂増補蛮語葺』など の 他 の 蘭 日 辞書 にも収録され て い な い も の の
,

N O U V:E L L E M E T H O D E の 編者であ る Pi e t e r M ar i n の G r v o t N e d e7 d u its ch e n F r a n s c h

w o o r d e n b o e k
5
に は

,
1 a a r sj e s

･

z a k - n e u s d o ek の 語 が収録され て お り
, 『語嚢控』 の 編集

に当た っ て は , N O U V E L L E M E T H O D E 以 外 の 蘭仏辞書をも参考に した可能性がある｡

訳 語 で 特徴的な の は , k o血s e n ( メ リ ヤ ス) の ｢ 田 易｣ , h a n d s c h o e n e n ( 手袋) の ｢ 手
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ぬ き｣ , j a p o n の ｢ 日 本衣物｣ な どで ある｡ ｢ 田易｣ は 『嬉遊笑覧』に長崎の 俗語表記

で あ ると の 指摘があり, ｢ 手 ぬ き｣ も ｢ 長崎方言集覧｣
6
に ｢ メ リ ヤ ス の 手袋を云ふ o

尤 も上部は指頭 の 現はる るやう に作 っ て あ る｣ と記され ており
, 長崎独 自 の 表記や

方言 で ある ｡

j a p o n に つ い て は , N O U V E L L E M E T H O D E の J ap o n s e R o k は N a c ht r o k と 共 に掲出

され ており, 共 に 寝巻き の意で ある
｡ 『和蘭字嚢』( 早稲田大学出版会, 19 7 4) で は

j a p a n s ch e r o k o f n a c h tt a b b e rt に ｢ 筒袖 ニ シ タ ル 日 本風 ノ着物｣ と訳されており
, j a p o n

もj a p o n s e r o k も寝巻き に用 い る 日本 の 衣服 ( 着物) の 意で あ る こ とが 分 か るo

また
,
k an t の 訳 語 ｢ 飾 り｣ の 前に ｢ 詩建縁縫｣ の 書き入れ が ある

. 『訳鍵』 (長崎

大学附属図書館蔵本) に は ｢ 隅廉｡ 縁 縫｡ 木 臭｡ 可愛｡ 甘美｡ 椅麗｣ (1 0 4 ウ) と あ

り
, 確 か に 『訳鍵』 を参照 して い た こ とが 分 か るo

【女性 の 衣服】j ak (5 ウ3) -
s c b e n k e n (7 オ6)

こ こ に 属 する 25 語は , 大 きく 二 つ に分 類で き る o

j a k (5 ウ3) か ら s c h a a r (6 ウ3) の 15 語 は 女性 の 衣服に 関す る単語 で ある｡ r ｡ k は

先 の ｢ 男女衣服｣ と重複 し て 掲出され て い るが
,
N O U V E L L E M E m O D E で も 同様 に

重複し て収録され て い る
o
こ れ ら の 単語 の 中で

･
b o e z el a a r ( エ プ ロ ン) と kn ip b ed r sj e

(蝦 毒 口) の 2 語 は , 『和蘭字嚢』などの 蘭 日 辞書 にも収録され ておらず ,
k nip b ed r sj e

に つ い て は
,
前述 し た Pi e t e r M a d n の 蘭仏辞書 にも見られな い ｡

n a aij e n (6 ウ4) か ら s c h e n k e n ( 7 オ6) ま で の 1 0 語 は 女性 の 服飾や生活 に 関する動

詞 であ る
｡
s to p p e n (繕う) の ｢ ふ せ｣ , b r eij e n ( 編む) の ｢ め りやすすき｣ な ど, 釈

語 に長崎方言 が見られ る
｡
k n o o p e n ( ボ タ ン で 留 め る) の 訳語 に 二 段活用 の ｢ つ く る｣

が 用 い られ て い る の も長崎方言 の 特徴 である
｡

【家屋と家財】d e血 (7 オ7) -

l a d d e r (9 ウ6)

こ れ ら 35 語 は家屋 ･ 家財 に 関す る単語で あ る
.
こ れ ら の 中で , s c h血ifr a a m ( ス ラ

イ ド開閉式 の 窓) とb e n e d e n z a al (階 下の 広間) の 2 語 は他 の 蘭 日 辞書 に も見られ な

い
o

N O U V E L L E M E T H O D E に な い 『語嚢控』独自 の 単語 は
,
そ の 前後 の 語 の 関連語 を

補っ たも の が 多い が
･
こ こ で も zijk a m e r ( 脇 部屋) の 後 ろに , b o v e n k a m e r ( 上階 の

部 屋) ･ b e n e d e n z a al が あ っ た り
･
z o ld e r ( 屋根裏) の 後ろ に z old e ri n g ( 天井)

･

vli e ri n g

(屋根裏) が あ っ た りと
,
同様 の 性 格が指摘 でき る｡

訳語 の 特徴的なも の に は
, gl a z e n ( ガ ラ ス の) の ｢ び い どろ の｣ , v . . , h di s ( 家屋

の 街路に 面 した部分) の ｢ をう ゑ｣ , s to e p ( 踏み 台) の ｢ 銀場｣ があり, これ ら は

それぞれ長崎方言 で ある｡

また ･ g o o t に は訳語 ｢ 戸 井｣ の 他 に ｢ 潅樋寛｣ と い う書き入れ が存す る ｡ こ れ は

- 66 -



(12)

『訳鍵』に ｢ # o 桶 o 寛｣ ( 7 8 オ) と あり , 『訳鍵』 の 名 は 明記され て い な い も の の ,

こ こ で も 同書を参照 して い た こ とが分か る ｡

【家具】1e d e k a nt (9 ウ7)
-
z w a v el st o k (1 2 オ1)

こ れ ら 30 語 は 寝具や机
･

椅子など家具 に関す る語 で ある o b e d ( ベ ッ ド)
･

d e k e n

( 毛布) など寝具 に関する語, v d血 rm a n d (加湿 器) な ど火器 の類, k a a r s (蝋燭) な

ど照明関係 の 単語がまとま っ て存す る｡

訳語 で 特徴的なも の と して は, s t o el (椅子) の ｢ 極六 ( 曲泉)｣ , z Ⅵ′a v el st o k ( マ ッ

チ) の ｢ 付 木｣ な どが挙げられ る ｡ 曲泉は主 に僧家で用 い る椅子 の こ と で あ り 長崎

方言と い う訳で は な い が , 極六 と表記 して い る 点に 俗語的な要素が感 じられ る｡

【台所用品】 s c h o o r st e e n (1 2 オ2)
- d o o fp ot (1 2 ウ7)

こ れ ら 13 語 は , す べ て N O U V E L L E M E T TI O D E に 収 録され ており, h a a rd ( 竃) や

g o o tst e e n ( # . し)
･

k etel (薬 缶) などの 調理場 ･ 調理 器具 の 他 a s ch 恢) や , o o k (檀)

な ど, 用 具以外 の も の をも含ん で い る｡

訳 語で は , h a a rd の ｢ か ま ど こ｣ , e m m e r ( 手桶) の ｢ た ご｣ な どが 注目され るo

前者は カ マ ドコ ロ の 語 形で ｢ 長崎方言集覧｣ に 記述があり, 後者の 田子 は担桶 の こ

と で あ り , 『日 葡辞書』 にも ｢T a g o 水 を運ぶ の に 用 い る桶｣ とあ る｡

また, g o o tst e e n に は 訳語 ｢ と い｣ の 他 に ,
｢ 流 汚 ノ 石樋｣ の 書き入れ が存する｡

こ れは 『訳鍵』に ｢ 流汚 ノ 石樋｣ (7 8 オ) と あり, ｢ 家屋と家財｣ の 部 の g o o t と同様 ,

『訳鍵』 を参照 して い た こ とが分 か る｡

【地下貯蔵品】 L a n (1 3 オ1)

地下貯蔵品の 部 は , N O U V E L L E M E T H O D E に は 18 語 が 収 め られて い るも の の ,

『語嚢控』 に は k a n の 一語 が 見られ る の みで あり, 前 の 台所用品 の 中の
一

語と考え

る べ き か も しれな い o なお ,
k a n の 語 は

,
N O U V E L L E M E T H O D E で は k a n b i e r ta p p e n

7

や A zy n k a n (｢ 食卓と食器｣ の 部) の 形 で 掲出され ており, 単独 の 用例 は な い ｡

【馬具 ･ 馬 料】 rbif ( 1 3 オ2) -
rij td ig (1 3 ウ4)

こ れ ら 1 0 語は , 馬 具 ･ 馬料 に 関する諸語 で あるo n e s t ( 肥 や し) ･

z w e ep (鞭)
･

rijtdig ( 車) の 3 語 を除き, N O U V E L L E M E T H O D E に 収録され て い るo

一

例 目 の rdi f は 飼 い葉格子 の こ とで あり, ｢ 厩｣ と い う訳語 は誤りで あ る
写

o

【食卓と食器】 tafb ll a k e n (1 3 ウ5) -
w ij n (1 4 ウ7)

これ ら 1 7 語 の 中, n e s ch (瓶 , N O U V E L L E M E T H O D E で は Vl e s) ･ k o pj e ( カ ッ プ)
･

s c h ot eltj e ( ソ
ー サ ー ) ･ k o frlj k a n ( コ

ー

ヒ
ー

ポ ッ ト) の 4 語 は , N O U V E L L E M E T H O D E
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で は , n e s c h が ｢ 地 下貯蔵品｣ の 部 , 後 の 3 語 が ｢ 女性 の 衣服｣ の 部 に 収録され て

い るo 『語嚢控』 は原則と し て N O U V E L L E M E T H O D E の項 馴原に語を配列 して い る

が , 意味 の 面 で より相応 しい と思われる部分 に移動され る場合があ る
｡
こ れ らは そ

の 例 で ある ｡

また
,
oli e ( 油) ･

a zij n ( 酢)
･

w ij n ( ワイ ン) は, N O U V E L L E M E T H O D E で は そ

れぞれ Ol yp o tj e (油 壷)
･

A z y n k a n ( 酢瓶) ･ d r o n k W y n (
一

口 の ワイ ン) の 語形 で掲

出され て い る｡ N O W E L L E M E T H O D E に は
,
a zij n 単独 で ｢ 調 味料｣ の 部に , w ij n

単独 で ｢ 地下貯蔵品｣ の 部 に収録され て い る も の の ,
a zij n が 『語桑控』の調味料 の

部に も重複して収められ て い るため
,
こ こ の 3 語 は 01 yp otj e な どの

一

部を取 っ た も

の と判断 した
｡

訳語 で 注目され る の は t ta f ell ak e n ( テ ー ブ ル ク ロ ス) の ｢ シ ッ ポ ク ヲ ヲイ｣ , v o r k

( フ ォ ー

ク) の ｢ 鋒｣ , g l a s ( ガ ラス
･ コ ッ プ) の ｢ ふ らす こ｣ な どで あ る

o
シ ッ ポ

ク は食卓の 意の 長崎方言で あるが
,
｢ 家具｣ の 部 の t af el は机 と訳され てお り , 食卓

と 一 般 の 机 で 呼び分けの あっ た ことが分 かる｡

フ ォ
ー

ク は ｢ 長崎方言集覧｣ の 外来語 の 部 に ｢ ホ コ 肉さ し を云 ふ｡ ホ ル コ｣ と

あ り
, 長崎 で は ホ コ と発音され て い たため に, 鋒と いう漢字と結び つ きやすか っ た

の で あろうo フ ラ ス コ は fl e s c h (瓶) の こ とで あり , gl a s の 訳語 に 用 い る こ とは 『訳

鍵』な ど他 の 辞書類 に は 見られな い ｡ 訳 語 に他 の 外来語を当て て い る点 に , ｢ コ ヲ ビ

イ( コ ー

ヒ
ー

) ｣ な どの 外来語を多用す る傾向の ある『語嚢控』の特徴が 現れ て い るo

【料理
一

般】 r o g g eb r o o d ( 1 5 オl)
- k rdi m (1 5 オ4)

こ の 4 語は パ ン に つ い て の 語 で あるo パ ン の こ とを 『訳鍵』 など他 の 蘭日辞書 で

は蒸餅と称す る こ と が多い が ,
こ こ で は パ ン と い うポ ル トガ ル 語を用 い て い る｡

【煮物】 vl e e s c h (1 5 オ5) - b o o n e n (1 5 ウ4)

こ の 7 語 は 煮物 に用 い る食材 であるo st ru if の 1 語 を除き N O U V E L L E M E T H O D E

に 存す る｡ 訳語 で は w o rt el e n ( 人参) の 訳語 で ある ｢ 紅羅萄 (紅薙葡)｣ が注 目され

る
o 『和蘭字嚢』や 『改訂増補蛮語葦』に は ｢ 胡薙葡｣ とあり, 『日本国語大辞典』 に

も ｢ 胡薙葡｣ は 人参 の 漢名 であると記され て い るが, 紅薙葡は見られな い
｡ 轟萄は

大根 であ るた め , 紅 い 大根 - 人 参の 意で ｢ 紅薙葡｣ と記され て い る の か も しれない
｡

【焼き物】 h o e n d e r ( 1 5 ウ5) - h a a s (1 6 オ5)

こ れ ら 8 語 は焼 い て食べ る食材 に つ い て の 単語 で ある
o 果物 で ある d rdi v e n ( 葡萄)

が こ こ に収録され て い る の は 不審で あるが , こ れ は おそらく ddi v e n ( 鳩) の 誤写で

あると考えられ る o 実際 ･
N O U V E L L E M E T H O D E E こは H o e n d e r s (鶏) と S nip p e n ( 鴫)

の 間に は D ui v e n が 存 する
9

｡
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【海水魚】 sc h el vi s c h (1 6 オ6)
-
o e s te r (1 6 ウ4)

こ れ ら6 語は海水魚 の 名称で ある ｡ k a blj a a u w の 1 語 を除き N O U V E L L E M E T H O D E

に も見られ る｡ sp i e ri n g の 訳語 ｢ きすご｣ は, 『物類称呼』 に ｢ きすご 関西 に , き

す ご 江戸 に て , きす と云｣ とあ る よう に , 鰭 の こ とで あ る｡

【淡水魚】 z al m ( 1 6 ウ5) - k r e e ft (1 7 オ3)

これ ら 6 語 は 淡水魚 の 名称 である o p ali n g の 1 語 を除き N O U V E L L E M E m O D E 8こ

見られるo また, k r e e ft は N O U V E L L E M E T H O D E で は 海 水魚 の 部 に 収録され て い る

が
, 『語嚢控』に は淡水魚 の 部に 収録され て い る ｡ k r e e氏 は 伊勢海老 の こ と で あるが ,

こ こ で は ザリガ ニ を指 し て い る も の と思われ る ｡ なお ガ ネは カ ニ を指す長崎方言 で

あ る｡

また
,
k a r p e r ( 鯉) と b a ar s ( 鮒) の 訳 語は 正 し い 訳語 を訂 し て逆 に 記 し て い るo

『和蘭字棄』 の k a p e r の 訳語 に は ｢ 鮒｣ と あ り, 『波留麻和解』(近 世蘭語学資料第1

期 , ゆま に 書房 ,
1 9 9 7) の b a a r s の 訳語 に は ｢ 鯉｣ , k a rp e r の 訳語 に は ｢ 川魚 ノ 名｣

と あるた め , 『語嚢控』 は こ れら の 辞書を参考に訳語を改 めた可能性 がある｡ p ali n g

の 訳語 は ｢ 大ウぎ｣ と記 した後, ｢ 大｣ と ｢ ウ｣ の 間に ｢ ナ｣ を挿入 して い る｡

【調味料】 z o u t (1 7 オ4)
- 血ij e n (1 7 ウ3)

これ ら 7 語は 調味料 に関す る諸語で あ るo こ れ らはす べ て N O U V E L L E M E T H O D E

に も収録されており, a zij n は 前述 した よ う に , ｢ 食卓と食器｣ の 部と重複して い るo

訳語 で 注目され るも の は 血ij e n ( 杏) の ｢ ヒ トモ ジ｣ で あ る｡ こ の 語 は ,
も と ｢ ね ぎ｣

を ｢ き｣ と
一

昔で称 して い た こ と か ら央た女房詞で あ るo

【デザ
ー ト】 k a a s ( 1 7 ウ4)

-

k e r s e n (1 7 ウ6)

これ ら 3 語は食後 に食 べ るデザ
ー

ト の 語 で ある ｡ k a a s ( チ
ー

ズ) に は 訳語が付さ

れ て い な い が , 訳 語がな い の は 『語嚢控』 で は こ の 語 の みで あ る｡

【商行為】 k o o p e n (1 7 ウ7)
-
w e g e n (1 8 オ7)

こ れ ら 8 語は 商行為 に関する動詞 で ある ｡『語桑控』の 収録語 の多くは名詞 であり,

動 詞 は ｢ 女性 の 衣服｣ の 部 の
一

部 と こ こ に 見られ る の み で あ る ｡ こ れ ら は 全 て

N O U flE L L E M E T H O D E の 単語と
一

致す るか
一

部
一

致 して い るo

wi n n e n ( 利益 を得る) の 訳語 に ｢ モ ウク ル｣ と下 二 段活用 の 残存が見られ る o di n g e n

(値切 る) の 訳 語 ｢ ネ ギル｣ の 横に は , ｢ ク ツ ル ト云 コ ト 値より下 ニ コ ボ ル｣ と い

う説明が 付され て お り
,
当 時と し て は 説明 の 必要な耳慣れな い 語 で あ っ た 可能性 が

あるo
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前稿
1 0
で も述 べ た ように

,
『語糞控』 の収録語と N O U V E L L E M E T H O D E の 収録語

が 完全 に
-

敦し て い るわけで は なく, 『語嚢控』 の 収録語 24 5 語 の う ち, N O U V E L L E

M E T H O D E の 収 録語と, 全 部 な い し
一

部
一

致 して い る単語は 1 92 語
I l

に 過ぎな い ｡

また, 残り 53 語 の うち 6 語 は 『訳鍵』や 『和蘭字嚢』などの他 の 蘭日辞書にも収録

され ておらず
1 2

, 今後, こ れ ら の 単語がどこ か ら 『語嚢控』 に もたらされた の か を

明らか に す る 必 要があろう｡

一方, 『語秦控』 と対応 し て い る部分 の N O U V E L L E M E m O D E の 中で も, 第Ⅶ章

V an d e W a e r el dl yk e e n K e r k el yk e W a a rd i gh e d e n , e n B e r o e p e n . ( 聖俗 の貴人と職業) か ら

は 『語嚢控』 に は l 語 も採られ て い な い o 『語嚢控』 の編纂にあた っ た 人物 (お そら

く長崎通詞 であると思われ る) が
,
どの よ うな単語を必要 ･ 不必 要と考えた の か を

考察する ことも興味深 い 課題で あ ると考えて い るo

I
｢『お らんだ語柔 控』 に つ い て｣ (『辞書遊歩- - 長 崎で 辞書を読む』, 九州 大学出版 E

A

,,
20 0 4)

で も述 べ た が, 原題 は表紙 の 破損 に より確認で き ない ｡ 『お らんだ語尭控』と い う書名 は, 1 97 3

年 に武 藤文庫 の 目録 を作成 する際 に 当時の 調査員 に より付された もの と思 われる｡
2
この N O U 柁 L ,L E M E T H O D E は

l
長 崎通詞本 木正栄ら に より, その 前半部分 が 『払郎 蕪辞範Jl,

後半 部分が 『和仏 蘭対訳語 林』 と して 翻訳され てお り, 通詞の 間で は フ ラン ス 語や オ ラン ダ語 を

学ぶ 上で , 重 要な参 考書と な っ て い た｡ 現在 , 両書と もに長崎歴 史文化博物館 に 所蔵 されて い る ｡
3

N O U n L L E M E TH O D E に は複数の 版 があり, 日本 に は現在, 17 62 年 版, 1 77 0 年 嵐 17 90 年版

が存在 する
｡
本稿 に おい て は , 17 90 年版 の 国会図書館蔵本 に 基づ き, N O U V E L L E kiE T H O D E の 収

録語 を記 して おく｡ なお , 本木 正 栄 らが拠 っ たの は17 7 5 年版で ある｡ また , 研 究篇 で 述 べ るよう

に , 本 資料 は N O L n E L L E M E T H O D E の 第Ⅲ 章 - 第Ⅵ 章, 第 Ⅷ 章に拠 っ て い るため, それ以外 の 部

分 に収 め られ て い る単語 は記 して い ない
｡

4
｢ c a c a ri

,
u
,
all a. カ カ リ ,/

i ,
,
ツ タ (掛

･ 懸 ･ 係 か り
,
る
,
つ た) つ り下がる, または,垂れ下 が っ て い る ｡

C u g ui ni c a c a ru . (釘 に 懸 か る) 釘 に 掛 か っ て ぶら下 が っ て い る｡ また
,
他の 物 に触 れ る. M ini c a c att a

( 身 に か か っ た) 私 に 触れ た｣ ( 土井忠生他訳 『邦訳 日葡辞書』 岩 波書店
,
1 98 0)

5

蘭仏辞 書, 1 73 0 (近世 新語学 資料第 2 期第4 巻 , ゆまに 書房, 19 97)
6

長 崎 市編 『長崎 市史 風俗編』(192 3)
7
｢ 一

杯 の ビ
ー

ル を つ ぐ｣ の 意で あり, N O U 7E L L E M E T H O D E の 翻訳書 で ある 『払 郎蕪辞 範』 に

は ｢注
一

重酒｣ と ある
｡

8
厩 は st al で あり , 『払郎 蕪辞範』 に も R u yf の 訳語 には ｢株 架｣ と ある.
N O U fE LL E んL E T H O D E の デザ

ー

トの 部 には D ru i v e n も収録され て い る.
1 0
｢ 長崎 通詞 の 翻訳活 動- 『払 郎察辞範』 と 『お らんだ語嚢控』 に 注目 して- ｣ (『井 上義彦教 授
退官記 念論集 東西 文化食通』, 台湾学生書 局, 20 06)
ll

こ の 数値 は , N O U n L L E hLE T H O D E の 第 Ⅲ 章 - 第Ⅵ 章
, 第Ⅷ 章以外の 部分 の 収録語 も対 象と

した もの で あり
,
本 文篇 に あげた単語 の 総数と は

一

致 して ない
12
先 に も

-

部 述 べ たが
,
こ れ らの 中に はPi et e r M a ri n の 蘭仏辞書や F r an 9 0i s H al m a の 新 仏辞書

(17 2 9
, 近世 術語学資 料第2 期 第2 巻 , ゆまに 書房 , 1 9 97) に も収録 され て い ない 単語 も ある

｡

[い けだ ゆき え
･

長崎 大学 ･ 19 9 3 年 卒業]
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